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概要 

未曽有の経済危機の中、世界では今後の経済発展のための新たなビジネスモデルが模索

されている。その中で、環境や医療といった分野の産業が注目され始めた。一方、わが国

では医療崩壊が叫ばれて広く社会問題になっている。これに対し医療分野への ICT の活用

による新たな医療のビジネスモデル開発のニーズが高まっている。医療情報の中心である

EHR（Electronic Healthcare Records）は大病院を中心に世界的に普及が進み始めてい

るが、全体的に浸透はまだ不足している。 

普及を妨げる要因として導入コストの問題や、情報の共有化、標準化などの問題の存在

が明らかになってきた。現在オープン EHR は既存の諸問題を解決するものとして注目さ

れ始めている。本論文ではオープン EHR に向けての発展ためのビジネスモデルについて考

察する。 
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１．はじめに 

 未曽有の経済危機の中、世界では今後の経済発展のためのモデルが模索されている。新たな成長モ

デルを検討する中で、環境や医療といった分野の産業が注目されている。一方、わが国でも医療崩壊が

叫ばれて広く社会問題になっている。これに対して医療における ICT の活用による新たな医療モデルの

開発ニーズが高まっている。医療情報の中心ともなる EHR は大病院を中心に世界的に普及が進み始めて

いるが、浸透はまだ不足している。普及を妨げる要因としておける導入コストの問題や、情報の共有化、

標準化などの問題が明らかになってきた。 

その中でオープンソースをベースにしたオープン EHR が現状の幾多の諸問題を解決する有効な方法

法として注目されだしている。オープンソースをベースにしたビジネスモデルはＩＣＴの分野のみなら

ず、各種の分野に広がりを見せている。オープン EHR は医療分野のＩＣＴに新たなツールを提供するの

みならず従来の医療分野のサービスを革新する引き金になる可能性を秘めているものと考える。 

２．問題の所在 

医療分野の情報システムの中心ともなるべき電子カルテの普及は世界的にみてもまだ十分でなく、

国々の間で格差がある。先進国でも、北欧をはじめ欧州各国及びカナダ等では普及が進んでいるが、米

国などはむしろ普及が遅れており全体で１５％程度といわれている。日本でも 2001 年に政府より「保健

医療分野の情報化にむけてのグランドデザイン」が示された。１その中で、2004 年度までに全国の二次

医療圏毎に少なくとも一施設は電子カルテの普及を図り、2006 年度までに全国の４００床以上の病院の

６割以上に普及とした目標が示された。2007 年当時の集計では全体で 5.9％といわれている。（表 1参照）

特に小規模の医療機関では普及が遅れ、大規模の医療機関の普及に比べて格差を生じている。このよう

な状況は現在喫緊の課題である地域医療のネットワーク構築において支障をきたすことにもなる。 

小規模の医療機関では普及の遅れは導入コスト、運用費用、教育などの問題が原因と考えられる。一

方、大規模の医療機関は現在の経済環境の中で一層の経営効率化を電子カルテの導入により打開するこ

とも志向している。ここで大きな問題として浮上しつつあるのが、地方病院の再統合で現在入れている

電子カルテのシステムを合併することにより一元化する必要も起きている。これは、すでに民間企業で

起きてきた問題で、従来のシステムがいわゆる「サイロ型」であることからシステムの統合も容易では

ない。このような現状から開発が容易で、導入しやすく相互運用性に富むシステムが要求される。オー

プン EHR システムの導入はこの面での一つのアプローチとして有効である。（図１参照） 

３．オープン EHR のビジネスモデル 

３．１ デザイン・ルール：モジュール化とオプション価値 

米国のハーバード・ビジネススクール教授であるカーリス・Y・ボールドインとキム・クラークは新た

な価値を創造するビジネスモデルとして「デザイン・ルール（Design Rules－The Power of 

Modularity）」を提唱し、その理論化を試みている。そのアプローチは製品を進化するものとしてとらえ、

それを取り巻くテクノロジー、企業、マーケットは相互に絡み合って進化していく産業を複雑適応型

（Complex Adaptive System）としてとらえることである。２本論文も、このような理論的枠組みをも

とに考察を試みている。

デザイン・ルールの中でモジュール化と併せた重要な概念としてオプション価値(option value)がある。

オプションとは金融工学などで示されていて、将来、ある証券、ある契約またはある設計などの何かを

購入または、「義務でない権利（the right but not the obligation）」とされている。３ 

ボールドインによればモジュール化の特徴を次のように述べている。４ 

(1) モジュール化が一つの産業構造を変革する力を持っている。 
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(2) モジュール化はオプションを生む。 

(3) 生み出されたオプションは複雑なシステムの価値を増大する。 

(4) モジュール化には設計対象によってはコストがかかる。 

設計進化（design evolution）において進化をもたらすのはモジュール化オペレータと呼ぶものである。

設計進化の過程でモジュール化オペレータが働くことによってオプション価値も増えていく。５ 

３．２ ソフトウェアのモジュール化 

モジュール化の考え方はあらゆる人工物（artifact）に適用可能であるが、ソフトウェアの場合、規模

が増加するほど、構成要素間の相互依存関係、すなわち複雑性が線型以上に増大する。 

増大する複雑性に対処するために、コンピュータのソフトウェアのアーキテクチュアと開発技法にお

いては、機能の配分を単純化し、構成単位間の相互関係に規則を設定し、インターフェイス部分と内部

構造を分離するというモジュール化の試みが早くからなされてきた。６ 

ソフトウェアのモジュール化は、 

(1) プログラムの構造化７ 

(2) オブジェクト指向８ 

(3) データフォーマットとネットワークプロトコルの標準化９ 

の順で進化している。 

３．３ オープンソースへ向けての設計進化―オペーティングシステム（OS）の例 

オペレーティング・システムは 1950 年代にはじめて、その概念が登場した。初期のコンピュータは

OS を持たなかった。しかし、システム管理用ソフトウェアツールやハードウェアの使用を簡素化するツ

ールはすぐに出現し、徐々にその利用範囲を拡大していった。1964 年に発売された IBM System/360 シ

リーズに搭載された OS/360 の登場を皮切りとして、1960 年代後半、OS は著しい進化を遂げていった。 

タイムシェアリングもこの頃より始まり、Multicsのタイムシェアリングシステムは代表的なものであ

る。１０Multics は 1970 年代の様々なOS、特にUNIXに影響を与えた。UNIXはAT&Tのベル研究所で商

用化することを意図せずに開発された。１１UNIXは、その核であるカーネルの部分から、アプリケーシ

ョン・プログラムまで、そのほとんどがC言語で開発された。移植性の高さ、変更などの自由度というメ

リットを得てUNIXは発展した。 

初期のマイクロコンピュータは精巧な OS を必要とせず、それを搭載するだけの容量もなかった。必

要最小限の OS が開発された。例えば CP/M である。IBM PC 用に PC DOS が生まれ、その OEM 版で

ある MS-DOS が広く使われる、マイククロソフトは世界有数のソフトウェア企業となった。1987 年に

IBM とマイクロソフトが、マルチタスクなどを実装したパソコン向け OS、OS/2 を発表した。1994 年

にマイクロソフトが発表した Windows NT は、1999 年以降にはマイクロソフト社の全 OS 製品のベー

スとなった。これらはいずれも GUI や堅牢なマルチタスク機能を備えており、オープンで低価格な分散

コンピューティングを広めた。 

オープンソースの流れでは、GNUがUNIX向けのツール群を開発し、これらをLinuxカーネルと組み

合わせたOSとしてのLinuxはUNIX系OSの主流となった。米国で始まったフリーソフトウェア運動はや

がてオープンソース運動に影響を与えた。この開発ルールで生み出されたLinuxは世界を席巻しつつある。

またLinuxの開発はる新たな労働倫理やビジネスモデルも生み出した。１２ 

現在では、オープンソースによるビジネスモデルはコンピュータ業界のみならず様々な分野に波及し

ている。さらに今後の社会を支援していくモデルとしても注目されている。１３ 

３．４ デザイン・ルールからみたオープンソース 

ボールドインとクラークはデザイン・ルールの観点からコードベースでのオープンソースのアーキテ



 4

クチュアを検討している。１４モジュール化され、多くのオプション価値を持っているコードベースが、

開発者にコミュニティへの参加と帰属のインセンティブを与えて、開発者を増やし、ただ乗り（free 

rider）の数を減らすことも証明している。これらはエリック・レイモンドが以下に示したオープンソー

ス開発プロセスとも合致している。 

(1) 経済的問題は輻輳した公共財の乱用よりも、むしろフリーライダー問題が重要である。 

(2) 良い品質のコードは開発者がかゆい所を掻いている（scratching an itch）いることによって実現

できる。彼ら自身がコードを必要としていて、また価値付ける。 

(3) 設計者が贈与文化あるいは繰り返しゲームに参加し、ハッカーのコミュニティの中での地位を得る

ためにコードを改良することに競争して努力する。１５ 

３．５ デザイン・ルールからみたオープン EHR 

オープンEHRは階層的構造をとりモジュール化された３つの階層から構成される。（図２参照）最終的

なソフトウェアは下位のモジュールの組み合わせによって生成することができるビルディング・ブロッ

ク方式である。最も基本となるプラットフォームはオープンEHRファンデーションが母体となって開発

され、提供されている。１６この部分は医療の知識の最も根幹的な部分で、全世界共通の医学パラメータ

（身長、体重、血圧、血糖値、心電図・・・）と国別の要素（氏名、住所、性別、年齢・・・）によっ

て構成される。１７ 

第二番目の階層はテンプレートと呼ばれる部分であり、診療科別医療記録テンプレートである。診療

科としては循環器科、肝臓内科、眼科、産婦人科・・・などに亘る。この他に検査オーダーと検査結果

がこれと独立して存在する。 

最も上位の階層は患者別のカルテであり、下位のテンプレートの組み合わせによって表現される。 

このように設計構造（design structure）はよくモジュール化されており、オプション価値に恵まれて

多数の設計者が参加することを可能とする。 

モジュール・アーキテクチュアをもつオープンソースでは各モジュール間の行為を中央統制的に強制

するのでなく、各モジュールが独立して行い全体的に複雑適応型で創発（emergence）と呼ばれるものが

起きる。１８さらに、ここで発生する各種の知識をオープンEHR 上で実現をサポートしていく各種の知

識管理支援ツールも準備されている。１９階層別のモジュールは産業進化を進め、新たなモジュール・ク

ラスター（module cluster）の出現を促進する。２０ 

３．６ オープン EHR の国際標準化 

オープンEHRのアーキタイプ は、欧州標準化委員会（仏: Comité Européen de Normalisation、CEN）

２１に準じたものである。医療健康情報についてはCEN TC251（Health Informatics)として登録されて

おり、電子カルテのフォ－マットは（CEN EN13606 EHR Communication Standard）に登録されており、 

(1) Part 1 - The Reference model  

(2) Part 2 - Archetype interchange specification  

(3) Part 3 - Reference archetypes and term lists  

(4) Part 4 - Security 

(5) Part 5 - Exchange models (under study now)  

に分かれて、現在 214 種が定義されている。２２現在、オープンEHR ではこの他の国際標準HL７へアー

キタイプの概念を入れることは進めているが、現状ではまだ実現できていない。２３今後、国際標準化を

オープンEHR を取り込んでいくことが一層必要である。 

４．今後の課題 

オープンEHR の活動は国境を超えたグローバルなものである。非営利団体オープンHERファンデー
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ションの他に豪州のソフトウェアベンチャー企業等の参加があり、業界最大手のマイクロソフト等もこ

れらの企業との連携を検討し始めている。この他に海外ではすでに豪州、英国、オランダの病院が採用

稼働している。英国、スウェーデン、デンマーク、シンガポール等では国家のe-Healthプロジェクトに

組み込んでいく方向の検討が進み始めている。２４ 

米国のミシガン大学ビジネススクール教授のC・K・プラハラードは「ネクスト・マーケット」として

世界における経済ピラミッドの底辺の 40 億人の人々（BOM:Bottom of the Pyramid）をとらえ, 新たな

ビジネスモデルによるイノベーションが可能であると述べている。２５さらに、開発途上国へは従来の経

済協力や技術提供から、持続的成長を目指した支援が必要である。ノーベル経済学賞受賞者のセンの主

張する「潜在可能性（capability）」や「機能（function）」を目標とし、世界でどの国からも参加でき

技術や知識の向上が可能であるプラットフォームの構築が必要である。 

５．おわりに 

筆者たちは早稲田大学大学院でアジアなどの海外からの留学生を中心にオープン EHR プロジェクト

を進めている。参加した留学生の国々は医療分野では先進国に比べ経済面、技術面、制度面などの点で

大きく遅れている。他の医療分野の国際協力と同様にオープン EHR の実現は重要なテーマと考える。本

研究はようやくプロジェクトが開始したばかりであり、今後の展開には従来に増して関係各位のご指導、

ご協力をお願いして結語とする。 

以上。 
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表１ 電子カルテの導入状況 

 

図１．サイロ型ＥＨＲシステムとオープンＥＨＲシステムの比較 

 

出典：加納[2009] 

図２．オープンＥＨＲの階層関係 

  

出典：加納[2009] 

                                                  
１ 厚生労働省http://www.mhlw.go.jp/shingi/0112/s1226-1a.html参照 
２ Baldwin＆Clark[2000]pp2-3 
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